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事 業  者  排 出 量 削 減 計 画 書 ②
にあっては、名Fr

京都プライトンホテル株式雀
代表取締役 辻  弘京都市上京区新町通中立売下ル仕T町 330

特定事業者の

主たる業種 ホテル業

該当する事業

者要件
酵 京都府地球温暖化対策条例加行規貝」第10粂第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原FBに換算

して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規貝J第10条第2号スは第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規員U第10粂 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3、000トン以上))

「

「

言1 画 期 間 平成  17 年 4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針
サービス環境に係る環境への影響を担言する為に、環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指す。

推 進 体 制 社内 ・ヽES/環境マネジメントシステム(最高rt任者 .辻社長)を 中心とし、ホテル全体にて地球温暖化防止対策に取り組む

年度 ことの具

体的な取細及
び措置

年度 設備、対象、工程等 計 回 内 容

1 7 BENSの導入 DEWSの幼守迎用にて電気'‖空量2%H」波

照明関連 間投照明の高効率タイブヘの変更.々 室内照明の高効車タイブヘの変更.

空調関連 理tA時間設定およびインバータ周波数の見直しによる電気消費量の削減。

温室効栄カス
の排出量等 排出区分

丞 準年 度 (実績 ,

( 16 )年 度
(二磁化炭繁線第 〈t))

日棟年度 (計画)
( 19 )年 度

(二酸化炭素換算 〈t))

削 減 率

(計画 )
(%)

A事 業所等排出区分 4, t 4, t
-2 2 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t

排出合Hl ・】       4,618t Ⅲ2       4.516t -2 2 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目器年度 (計画)

等 〈二磁化炭素換算 (〔

森林の保全及び整備 〈拷飾面積) 〈吸収虚) t

府内産の本材の利用 〈利用宜) all= (削渡畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

〈売電ヱ) kwll (Fl演畳) t

く終サヽ陥量) ( Jヽ出量) t

グリーン電力の購入 (耐入豊) klth (Hl沢五) t

削減量等合計 ■ S t

差 引排出量

(f■出合計―lll波尊合ヨ1)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

Ⅲ1         4 6 1 8 t 【12)一Ⅲ3'         4518 0  t -22%

特 記 事 項 上記収組以外に、食品舞麿 リサイ クルイしに1【り祉み、侃至列尿刀スのフF出室由J限に労のる

連  絡   先 担  当   部   署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ 番 号

泣 l骸 当する□には レ印を記入してください。4予定事業者以クトで白i歩加さわる事業者の方は、レ印の配人は不要です。

2「 l」t平年度Jと いき,画珂間の前年度を 「同様年度Jとは割画期的の最終年度をいいます。

3「 事業所専コト出に分Jとは、'く新llj内の事業所等の事業活」Jlのためのエネルギーのは河に1+い,じ■する渦4坊 ":ガスを 「怖とrt tt l l出に分Jこ
は 自JJJH i迎と」:業をについては使用のな拠の化はを京冊rt内とする1lmのコト出する温主効呆ガスを 鉄道Jr挑者については保41する1,物'両 X
は旅客lI両のlll出する温有効″tガスを 「そのlt'「出区分Jとは、 1祀以タトの水祈lf内にヽける事業所寄の研栄活動に‖い,ど生する掃生効米ガス
をいいます.

4 r付記4j項Jには、平"t2年度 (199 0年 F_F)を丹型とした,‖出量の対!しやエネルギーい中rャcoをfJ出上 作エネ製品lJラどなどlLをの7ntt t t
ガスllrt t r W l kへの氏は、グリーン担通の採用 4,定フロンなどの余初指定タトの温々効以ヽガスのM波などを記入してください。


